
  

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、25 年にわたり《教育》《保健医療》《生

活向上》の分野で支援活動を行っています。 

① 教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール、看護学校建設) 

② 保健医療（ションダニ病院、巡回健診、サテライトクリニック） 

③ 生活向上（子牛貸出制度、足踏みミシンの職業訓練） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事業内容  

 

  

  

●国内での活動  

 ① 総会（毎年 5月）、理事会（毎月 1回）、看護学校定例会（毎月 1回）による活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年 2回、6月・12 月に発行 

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成 

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催 

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介 

⑥ 看護学校建設プロジェクト 

〒 814-0002 福岡市早良区西新 5-4-20 

TEL/FAX 092-844-1369 

http: / / t ewotunagukai . com/  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

 ゆうちょ銀行 01720-2-10442 

特定非営利活動法人  

バングラデシュと手をつなぐ会  

 

〒 814-0171 福岡市早良区野芥 4-19-34 

にのさかクリニック内  

http: / /bangla -nts . j imdo. com 

看護学校建設プロジェクト支援 

ゆうちょ銀行 01760-5-142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校  

６月発行予定の広報誌ミロンが大幅に遅れましたこと

を、お詫び申し上げます。この間我々は震災を身近な

事として経験し、またダッカで痛ましいテロ事件が起こり

ました。危険は回避できず、いつ脅威に巻き込まれる

か分かりません。ですが震災で改めて命の大切さと助

け合いの温かさを感じました。今回の編集はつらい作

業でしたが、今だからこそバングラデシュの事を、そして

そこにいる人の情熱を伝えたいと強く強く思っています。 
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※「ミロン」は、ひとつになる、手をつ
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-ダッカ・レストラン襲撃人質テロ事件をうけて 
-代表挨拶 -総会報告 -理事・会員の追悼コメント -福岡で追悼式を開催 

-熊本震災 私たちの支援 -イベント報告（１月～８月） 

-メディカルスクール９月に開校予定 -カラムディ村だより -会計報告・寄付御礼 

 

Keep on walking 共に歩む決意 



代表挨拶 

ダッカ・レストラン襲撃人質テロ事件に関して 

     バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂保喜 

7 月 1 日バングラデシュ・ダッカ・グルシャンのレス

トランでの襲撃事件で亡くなったみなさまのご冥福

を心からお祈りいたします。 

 

日本人 7 人、イタリア人 9 人、アメリカ人 2 人、バ

ングラデシュ人 2 人の合計 20 人が亡くなりました。 

25 年以上にわたってカラムディ村、そしてバングラ

デシュの人たちとの交流・協力を続けてきた「バング

ラデシュと手をつなぐ会」の一員として、また一人の

人間として、このような野蛮な行為に強い憤りと悲し

みを感じます。 

現地ＮＧＯや村人たちとの長い付き合いを通して、バ

ングラの人々が大変親日的で、思いやり深い人々であ

ることを感じてきました。毎年の現地訪問では、大人

も子どもも大歓迎して、温かな思いで過ごすことがで

きました。 

 

今回の事件は、昨年秋のイタリア人、日本人殺害、そ

の後のいくつかの殺人事件とつながりがあると考え

ます。イスラム国やそのシンパのグループとの関わり

が強く示唆されています。 

宗教や思想、考え方が違っていても、相手の生命を奪

うことで封じることは許されないことです。しかし、

自分自身も死を覚悟して 

襲撃する人々に、言葉に 

よる説得は通用しません。 

もどかしい限りです。 

バングラデシュの人々や、 

日本にいるバングラの人 

々からも、それぞれの思 

いが伝えられています。 

彼らに責任はないのです 

が、「申し訳ない」と彼ら 

は言います。大多数、ほ 

とんどのバングラの人々 

はもちろんおだやかな性 

格で、日本に対して親近 

感を持ち、温かい思いで 

います。今回の事件が、バングラの人々と我々日本人

とを引き離す契機とならないよう、手をつなぐ会はこ

れまで以上に積極的に現地の活動を支援し、バングラ

の人々の思いをくみ取り、そして私たちの思いを伝え

ていきたいと思っています。どうぞ会員、支援者のみ

なさまも、変わらぬご協力を切にお願いいたします。 

 

（2016 年 7 月）                                    

  

  
通常総会のご報告 

5 月 29 日（日）14:00 から（特活）バングラデシュと手をつなぐ会「2016 年度定期総会」が、に

のさかクリニック 2 階ホールにて開催されました。出席者 15 名、欠席に伴う委任状提出者 21 名で

正会員 92 名の 5 分の 1 以上に達し、定款に定める総会の開催要件を満たしました。また正会員以

外に 3 名の方にもご参加いただきました。議長に平山理事が選出され、議案書に沿って 2015 年度

事業報告、収支報告を受け、いずれも承認されました。 

 

看護学校建設プロジェクトにおいて、銀行から融資を受けたこ 

とで決算書に借入金があること、正味財産がマイナスになって 

いることが説明されました。続いて、2016 年度事業計画案、 

収支予算の報告を受け、いずれも承認されました。最後に、任 

期満了に伴う役員改選の件で以下の方々が今年度の役員に選 

任され、就任を承諾しました。（原澤） 
 

代表 二ノ坂（再任）、副代表 ラフマン（再任）、 

理事 平山（再任）、小畑（再任）、牟田（再任）、河村（再任）、 

監事 松原（再任）、 

顧問 河内（再任） 



ダッカ・レストラン襲撃人質テロ事件に関して 

理事・関係者の追悼コメント 
 

 ダッカ・グルシャンでの人質テロ事件は、私たち手をつなぐ会のメンバーや関わる方々にとって、大きな

衝撃でした。理事会は緊急会議を開催。報道や、現地に住む日本人、大使館、カウンターパートからの情報

の共有を行い、今後の活動方針を話し合いました。そして、活動を停滞させてはならない、バングラデシュ

を国際社会から孤立させてはならないと想いを新たにしています。理事や活動に関わってきた方々の想いを

紹介します。 

 

 

 

●ラフマン・モクレスール（副代表）“平和、再認

識” 

宗教教育（マドラサ）の学生や貧しい家庭の子供が過

激派組織に入り、反社会的行動を起こす傾向が高いと

いうこれまでの常識がダッカ事件で覆された。上流階

級家庭で育ち、名門大学に入学、大きな夢を心に抱い

た人たちがなぜこのような残酷な犯罪を起こしたか、

改めて分析し、その原因を個人や個々の大学ではなく、

社会構造の中で探る必要がある。昨日（8 月 1 日）全

国的に学生や職員は no more terrorism というスロー

ガンに団結心を示した｡また政府はすべての外国人や

外国の企業を守るために 24 時間体制の警備を確保す

ると発表があり､いくらか安心感を与えた｡しかし問題

の根本的な解決に至ってない｡ 

犠牲になられた方々のご冥福を祈り、同時に教育に携

わっている人間として心の豊かな教育を進めたい。教

育の中身についてご指導やご協力をお願いしたい。 

 

●平山正明（理事）“ダッカのテロ事件に寄せて” 

カラムディ村の、そしてジャパニ小学校、ションダニ

スクール、とテロのニュース速報を見ながら浮かびま

した。我々が一緒に取り組んでいるションダニ・ショ

ンスタのスタッフ、そして村の人々とかけ離れた出来

事でとても悲しくなりました。私たちは日本で多くの

方々から理解を頂き、看護学校建設完成まであと少し

です。これを機会に協力頂いている方々に、ションダ

ニ・ションスタ、看護学校建設、そしてカラムディ村

について丁寧に説明し、さらなる理解と協力をお願い

していきたいと思います。 

 

 

 

●牟田寿（理事）“事件について考えたこと” 

大変痛ましい事件です。しかも日本人を含む外国人

が無差別に狙われたこと、これは明確にテロであ

り、怒りと悲しみでいっぱいです。事件の背景は明

確になっていません。狙った武装グループは高学歴

者もいるということで、単に貧困という根から発し

た事件でもないように思えます。これらの争いごと

のなかで、それこそ我々の活動が政治的に利用され

ることは絶対にあってはならないと思っています。 

私たちのパートナーである現地の NGO ションダニ・

ションスタに対しては、崇高な目的を達成するために

我々の信念は従来通りゆるぎないものであるというこ

とをメッセージとして発信したいと思います。友好の

灯火を今回の事件があったからといって消し去るわけ

にはいけません。今回の事件で無知がもっとも憎むべ

きものだということを再認識したように思います。従

って私たち自身も常に相手を知る努力を重ね、違いを

認め、互いに尊重しあい共存できる平和な社会を積極

的に築き上げていかねばならないと思います。 

 

●河村富美子(理事) 

バングラデシュ襲撃で犠牲になられた 20 名のみなさ

まのご冥福を心からお祈りいたします。昨年秋の事件

から不穏な空気と緊張感が漂う中での今回の事件。今

バングラで何が起こっているのか正しく理解する必要

があります。ノーベル平和賞のムハマド・ユヌス氏は

「お互いの違いを乗り越え恐怖では決して生み出せな

い真の平和を取り戻さなくては」と述べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

←カラムディ高校の学生と先生たちは８月１日、テロに対し

てのみんなの意識向上のためにパレードを行った。 



バングラへの渡航は暫く出来ないけれど、日本に住ん

でいるバングラの人たちと交流を重ねながら国内での

イベント活動を今まで通り行う！日「バ」で相互理解

を深め共に信じ支え合うパートナーであり続ける！

「看護学校開校」はもうすぐです。共に喜びを分かち

合いましょう！ 

 

●小畑麻乙（理事） 

私たちの会は 1989 年からバングラデシュの西部の村

で現地のカウンターパートを通して、教育・保健医療

の活動を続けています。現在は現地駐在員もおらず、

直接的な影響はないのですがバングラデシュという国

がこのような形で知れ渡ったこと、あの国でより良い

社会のために働いていた、いわば同志が犠牲となった

こと、現地に住む友人達が無事でいてほしいという願

いや、事件に心を痛めているバングラデシュ人の友人

を思い、どう表現したらいいか分からない感情でいま

す。ただ、歩みをとめないこと、教育と医療が国や地

域にしっかり根付き命を大事にする文化が広がってい

くことが大事だと思っています。もうすぐメディカル

スクールも開校です。そのとき現地に行くことはでき

ないかもしれないけど現地カウンターパートやバング

ラデシュの人たちのチカラを信じています。 

●宇治松枝（元事務局） 

バングラデシュのレストランでの襲撃事件で犠牲とな

られた方々のご冥福を心からお祈りいたします。事件

を聞いた瞬間、私たちが遭遇していてもおかしくな

い！と思いました。危険は回避すべきですが、活動は

続けなければなりません。そのことが民俗や宗教の違

いを超え、お互いを理解していく近道だからです。続

けていくことが平和への道を切り開いていくのです。

今、躊躇していては亡くなられた方々の無念をいかに

して晴らしてあげられるのでしょうか！頑張り時なの

です。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

●野田景子（会員） 

バングラで起こっているテロをわたし達の力ではどう

する事も出来ませんが、唯一出来ることは手をつなぐ

会として、この先も変わることなく支援を続けていく

事だと思っています。また、日本に住んでいるバング

ラデシュの人達が一番傷つきこころ痛めているのは明

白な事です。その人達に、温かい言葉をかけてあげる

ことも、わたし達に出来ることだと思います。大変な

時ですが、みんなでこの状況を乗り越えましょう。 

 

  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ダッカ・レストラン襲撃人質テロを受けて、福岡で追悼式を開催 

ダッカでのテロ事件を受け、福岡に住むバングラデシュ人や、国際協力支援や教育に関係する日

本人など約 80 名が、7 月 17 日（日）13:00～福岡市東区香椎照葉公民館で追悼式を行いまし

た。キャンドルで『安らかに』の文字を描き、また犠牲になった方々の名前を掲げ、冥福を祈り

ました。呼びかけを行った当会の理事、ラフマン・モクレスールさんは「民族や宗教の違いを乗

り越えて、理解しあえる社会を作っていこう」と呼びかけました。 
 

【参加者の感想】 

7 月 1 日バングラデシュ首都ダッカ・レストランでの人質テロ事件 

で亡くなられた日本人 7 名を含む 20 名のみなさまのご冥福を心か 

らお祈りいたします。今回の事件、驚きと悲しみと戸惑いのなか、 

7 月 17 日、照葉公民館にて 70 名のバングラ人と日本人が集う。 

キャンドルサービスと国旗に 20 名の犠牲者の名を刻み黙祷、「あ〜 

あ〜🎼」だけの賛美歌のような歌を、全員で合唱しました。魂を 

揺さぶるようなハミング！頬を伝う涙！バングラの人たちと同じ 

時間を共有し心をひとつにした。東京から来福された、バングラ 

国大使館代理の方が弔文を発表された。20 名の犠牲者とご遺族に 

向けて、特に親日国である日本人に対し「このような事になり申し訳ない」といった気持ちが強く表れて

いました。安心してバングラに行けるよう安全な国になって欲しい！世界中でいろんなことが起こり混沌           

としている世の中だけど・・「お父さんお母さん！子ども 

を行方不明者にしないでください！小さな変化も見逃さ 

ず、しっかり抱きしめ受け止めてあげてください！ 

家族は、小さな社会のひとつです。」世界中の子どもの平 

和を願い、またバングラの人々の幸せを願い、私は、今ま 

でと変わらず国内で出来ること、イベントへの参加、呼び 

かけなどの活動をしていきたいと思います。会員の皆様、 

ボランティアの皆様の積極的な参加、活動をどうぞよろし 

くお願いいたします。(河村富美子) 

 

 

 



 

2016 年 4 月 熊本地震と私たちの支援 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 月の熊本地震から早くも 5 ヶ月が過ぎました。 

その後の都知事問題、選挙、そしてリオ五輪・・・

その中で大切な問題が、人々の、というより我々の

記憶から徐々に遠ざかって行っているような気が

します。 

阪神大震災、中越地震、東日本大震災、と立て続け

に大きな震災が起こっているにもかかわらず我々

（私）は、やはり遠くのできごとだったような気が

します。今回は、隣の県、というより我々のすぐ側

で、大きな震災が起こったのです。人ごとではない

と感じ、直後の 4 月 24 日(日)に当会の小畑理事、

在宅仲間のＫ医師と共に熊本に出向きました。被害

の様子を見ること、支援者たちの活動を学ぶこと、

それに在宅の患者たちの様子やそれを支援してい

る在宅仲間の話を聞くことが主な目的でした。 

益城町の避難所では、東日本でも活躍した「キャン

ナス」のグループが交替で継続的な支援を行ってい

●ニノ坂代表 

「熊本地震を自分の問題として考えよう」 

 

バングラデシュから家族を含む約 40 名の人が熊本に

住んでいます。その多くは熊本大学の留学生です。熊

本は福岡から近くても遠い場所でした。あまり交流が

なかったのです。知っている人に何度も電話しました

が、なかなか連絡が取れなく、電話が通じたときにす

でに夜になりました。4 月 16 日午前 7 時半ころに東

京駐在バングラデシュ大使から直接電話がきました。

被災地にいるバングラデシュ人の安否を知りたい、ま

た連絡したい、連絡先を教えてもらいたいなどでし

た。必死に連絡先を集め、大使に送りました。 

現地の状況はどうなっているかと聞いたら、多くの人

は車の中、あるいは公園で暮らしている。食べ物や飲

み物の不足。特に留学生の多くはイスラム教であり、

数人はヒンドゥー教です。食べ物に制限があります。

食べ物はある程度ありましたが、おにぎり以外食べら

れないのが現状でした。中に赤ん坊もいましたし、妊

婦さんもいました。結局、彼らは熊本から離れること

にしました。一部は長崎へ、多くは福岡へ。福岡のモ

スクに一晩泊まった人もいました。被災者たちは不安

と慣れてない地震の恐れ、また眠れない夜にとても疲

れていました。2 日目に大使館から職員が来福し、私

たちと一緒に対応策を考えました。留学生の家にホー

ムステイより安いホテルの方が良いと意見があり、私

は以前利用させていただいた民間下宿屋に連絡し

ました。7 部屋空いているといわれ､すぐに 17 名

を案内しました。プライバシーもあり、ゆっくり

シャワーも浴びられ、自分たちでご飯を炊くこと

もできる場所でした。その後、地震が落ち着き、

熊本に戻る人もいれば、一時帰国する人もいまし

た。大使館が下宿の家賃を払ってくれたこと、ほ

ぼ毎日大使から電話連絡があったこと、とてもあ

りがたく思っています。大使館との関係が身近な

ものになった気がします。これから九州圏内に住

んでいるバングラデシュ人のネットワークを作れ

ないかと考えています。 

 

●ラフマン・モクレスール副代表「熊本地震被災者となった留学生たちの支援」 

ました。ボランティアの看護師を中心としたグルー

プですが、経験の積み重ねは大きく、また全国の仲

間のつながりも強くなっているようです。 

在宅患者さんたちはどんなだったのだろう、それに

対して在宅の医師や看護師たちはどう対応したの

だろう、ということも気になっていました。病気や

障害を持った患者さんたちです。普通の人以上に困

難な状況を抱えています。彼らは、ケアマネージャ

ーや訪問看護師がしっかり支えてくれていました。

医師が全体を把握するのは不可能ですが、より身近

にいるケアマネや訪問看護師たちが状況を把握し、

在宅医に報告してくれました。4 月 24 日以後、現

地に行くことはできていません。 

次は自分たちの番だ、と思いながら日々を過ごして

いますが、在宅患者の支援体制をどのように作って

いくか、まだまだのところです。日頃からの備えを、

といってもなかなか進みません。 

熊本からの最大の教訓は、備える、ということをあ

らためて肝に銘じていきたいと思います。 



 

 

【5/14-15】国際協力フェスティバル in 能古島 

 

能古島青少年育成協会が主催する「国際協力フェスティバル in 能古島」に今年も参加しました。国

際協力やボランティア活動について広く知っていただき、将来なにかの機会に参加するきっかけづ

くりになればと、国際協力に関連する 15 の団体が活動紹介を行いました。参加者は 2 日間で 2300

名超！バングラデシュと手をつなぐ会では、看護学校の学生さんなど、ボランティアが 15 名以上参

加し、バングラデシュのカレーの販売と活動紹介のパネル展示を行い、島のキャンプ場でにぎやか

で楽しい時間を過ごしました。参加者の声を紹介します。
 

●2016 年 5 月 14 日、15 日天候に恵まれ、バングラカ

レー200 食完売、ベテラン主婦も参加され腕が鳴りま

す。2F の展示室にもたくさんの人が見え案内説明役は

会の男性。クイズスタンプラリーを楽しむ親子の姿も。

手をつなぐ会から出題したクイズは、「ションダニ・シ

ョンスタの活動は、①教育②保健医療と、③は何でしょ

う？」でした！メンバーで、隣のブースの後片付けを手

伝う方もおり、とても頼もしく嬉しくなりました。ボラ

ンティアスタッフのみなさま、事前の清掃及び 2 日間ご

協力ありがとうございました。看護学生のみなさん本部

派遣での活動ご苦労様でした。（河村） 

 

●初めて能古島の国際協力 Festival に参加して非常に勉

強になりました。様々な団体が世界中の色々な地域で社

会に直接貢献されていることを知り、色々な素晴らしい

人々のボランティア活動に感動しました。自分もいつか

このような人間になりたいと思いました。そして多くの

お客様にバングラデシュの食文化を少しでも紹介出来て

とても嬉しいです。手をつなぐ会の皆様 応援して頂い

た皆様に心を込めて感謝申し上げます。 

ありがとうございます。（カビル・ホッサイン） 

 

●初めて参加させて頂きました。アジアの国々で起きて

いる貧困や病気に苦しむ人々が多い事に改めて思い知ら

されました。私たち一人ひとりができる支援がきっとあ

る筈なので何かお手伝いをしていきたいと思います。 

スタッフの方々の熱意には感動しました。（谷山玲子） 

 

●何十年ぶりかの能古島で、自分が得意とする料理で皆

さんのお手伝いができてよかったなと思っています。心

地よい疲れと、暖かい気持ちになりました。 

来年への課題もあるかと思いますが、またお手伝いがで

きればと思います。（末次奈保子） 

 

●能古島フェスティバル、本当にお疲れ様でした。今

回、参加させていただいて凄く楽しく、行って良かった

なと思いました。事前の準備、会議、清掃ボランティア
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など本当にご苦労様でした。私にできることがありまし

たらまたお手伝いしたいと思っています。（中嶋真花） 

 

●天気にも恵まれ、たくさんの方々に来ていただき、き

っと来場者の方も楽しんでいただけたと思います。私も

昨年とは違って、二日間、朝から晩まで能古島に魅了さ

れ、楽しくイベントに参加することができました。 

正直、二日間、長時間立っていることは疲れました。料

理人のお母様方の元気には参りました。ただ私もカレー

を作ること、売ることに追われてしまっていたと思いま

す。ラフマン先生や二ノ坂先生のようにとは言いません

が、ある程度、会のことをみんなで把握して話ができる

ようになれば、もっと色んな人に伝えられる時間がたく

さん増えるのではないかと感じました。それこそ、手を

つなぐ会の話をできるチャンスは、カレーを手渡すとき

でした。私の記憶ではおひとりだけお話できましたが、

もっと工夫ができたはずで、私の反省点です。ただ、看

護学校建設の話をすると、その方は紅茶のパックを買っ

てくださりとても嬉しかったです。 

次回のバザーが来年の能古島のイベントに向けて何か試

すことができる機会です。カレーを作るわけではなく、

民芸品の売り方や会の紹介など宣伝の仕方を試してみ

て、今まで通りした方がいいところ、考え直すべきとこ

ろを見極めたいです。ある程度、話術が問われるような 

気もしますが… まずは目に見えるところから惹きつけ

て、会話に繋げていきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回のイベントが、被災地の熊本に行って感じたこと

と繋がることがありました。百聞は一見に如かずという 

ことです。新聞やテレビで知ることより、誰かから話を

聞くことより、そして実際に見るだけに終わらず、きち

んと目の前の人と話をすることが一番だと思いました。

熊本には確かに行きました。でももっといろんな人の話

を聞けば良かったと後悔しました。このイベントでは、

他の参加団体さんとの繋がりがあまりありませんでした

ので、うまく話せないまま終わってしまいました。団体

さんのことは知ってはいるけれども、ちゃんと話をした

ことがないというのもあったと思います。横の繋がりを

大事にしていきたいと感じた二日間でした。皆さま本当

にお疲れ様でした！（伊藤綾） 

 

●福岡で活躍している国際協力の団体がこれだけ一度に

集まっているイベントはないのでとても興味深く、それ

ぞれの団体を比較しながらみることができました。大変

有意義な二日間でした。ただ、横のつながりがあまり感

じられなかったので、みんなで一緒に取り組むパフォー

マンスみたいなことがあれば他団体とも話しやすくなっ

たのではないかと思います。（原田祥太郎） 

 

●他の国との交流は身近にないから、このイベントに参

加していろいろな国のことがわかりました。参加して本

当によかったと思います。販売の手伝いは、最初は緊張

しましたが、カレーが売れると面白くなってきて大きな

声も出るようになりました。楽しかったです。（原田瑞

穂） 

 

 

 

【これからの行事】 

９月２２日（木・祝） 14：00～ 五ヶ山チャリティコンサート 

佐賀県神埼郡の五ヶ山豆腐裏庭で、今年もオカリナのコンサートを開催します。 

出演は、山の音楽家 Shana オカリナグループひまわり他 でもメインは、オカリナ奏者のニノ坂代表 

ですよね。森に響く美しいオカリナの音色を聴きに出かけましょう。 

１０月２３日（日） さわら地域チャリティひろば（秋のコンサートとバザー） 

 会場は、丸福運送・にのさかクリニック駐車場。雨天の際は３０日に延期予定です。掘り出し物を探しに行こう！ 

当日のお手伝いも 

募集しています！ 



【3/3-13】【7/7-17】バングラデシュ写真展及び水彩画展開催 

理事の牟田さんは飯塚市在住。写真や水彩画を通して、現地の様子を伝える展示を精力的に開催し 

ており、毎回たくさんの方にご来場・ご支援をいただいています。 

 

3 月 3 日〜13 日の 10 日間、飯塚市の穂波福祉総合セ

ンターにてバングラデシュの写真 70 点と水彩画 20

点を展示開催した。もっとも人気のあった写真は子供

たちの写真で、戦前の日本の姿を連想する年配の方が

印象的でした。  

7 月 7 日〜17 日まで、飯塚市伊藤伝右衛門邸そばの

ギャラリー幸袋でバングラデシュ写真展と水彩画展を

開催しました。3 社の新聞記事にも載り、多くの訪問

者がありました。16 日には Sharmin Aktar 九大医学部

博士課程国費留学生を迎えての講演会も、ほぼ満員

で、1.5 時間の通訳で汗だく、いや冷や汗でしたが、

皆さんとても興味を示してくれました。これがきっか

けでバングラデシュという国が少しずつでも認知され

ていけばいいのではないかと思っています。少ない額

ですが、募金もしていただきました。ギャラリーを無

料で貸していただいたのでオーナーと奥様にそれぞれ

小生の絵をプレゼントしたら、喜んでくれました。ギ

ャラリーに展示してありますので、どうぞお立ち寄り

の節は、覘いてやって下さい。（牟田寿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【4/24】さわら地域チャリティひろば（春のバザー） 

春と秋恒例となった、にのさかクリニック駐車場で行われるチャリティバザーとステージ。様々な団体が参加し

て、今や地域の風物詩になっています。バングラデシュと手をつなぐ会では紅茶と民芸品の販売を行いました。

  さわら地域チャリティひろばに参加しました！ 

今までお客さんとして参加したことはありました

が、今回は初めてバングラデシュと手をつなぐ会の

店員（？！）としてお手伝いしました。心配した天

気も回復し暑い中、お客さんも次々に会場に入って

こられますが、なかなか売るのは難しいですねー。

「紅茶どうぞ」とよそゆきの精一杯若い声で呼びか

けて足はとめていただきましたが、「あら、美味し

いわね！」の一言で去っていく方が多かったのが残

念でした。次回はもっと買っていただけるように、

工夫したいものです。次は 10 月 23 日（日）で

す！販売に自信のある方、販売をしてみたい方、お

手伝いしませんか？（原田由紀） 

 

 
村の風景の水彩画も

素敵ですね。 



【6/26】ダッカ在住の看護師、小林レイ子さんを囲む会 

バングラデシュの首都ダッカにある「山形ダッカ友好病院」でボランティアをしている小林レイ子

さん。現地訪問の際には病院をご案内いただいたりカラムディ村まで来て下さったり、相談役とし

ても様々な形で支援をいただいています。そんなレイ子さんが日本へ一時帰国。お忙しい中、福岡

にお立ち寄りくださいました。現地でご一緒したメンバーで「レイ子さんを囲む会」を行いまし

た。折しもダッカのテロ事件直後、現地の状況や仕事の難しさなど、悩みは尽きません。看護師仲

間でもある、理事の河村さんのレポートです。 
 

 日本へ帰国中の小林レイ子さんと、にのさかク

リニック 2F ホールにて交流会を行いました。さ

さやかですが、6 名の会員と軽食をとりながらバ

ングラの現在の状況を聞くなどして同じ時間を共

有しました。 

 

① 昨年 10 月 3 日 北西部のロングプール県にお

いて、リキシャに乗車していた邦人男性が、けん

銃で撃たれ、殺害されました。その他、ダッカ市

内で、同年 9 月、11 月にはイタリア人が殺害さ

れました。以来バングラの緊張感は、ずっと続い

ている。しかし、バングラの人々の日本への想い

は変わっていない。 

② 「ダッカでの 4 年間のアプローチは無駄だっ

たか？と思った」そんなエピソード、現地で看護

師として働く上で日々遭遇する困った事が幾つか

あがりました。 

・術中必要な内容が記載されない・むき出しの針

がついた点滴ボトルを普通のゴミ箱に捨てる・ペ

ットボトルの賞味期限切れについて管理ミスを追

求された・「いつ日本に帰るのか」など。 

 代表から「小林さんの苦労をお聞きしました。

苦労の中でも芽生えが見えて来るといいです

ね。」 

「icpcn」について映像で紹介、また、「BSMMU

国立緩和ケア病棟などバングラデシュの医療、看

護に日々前向きに取り組んでいる団体や医療施設

があります。ラーマン先生と病院内の問題を改善

しつつ上記のような方たちとも繋がりを持つこと

で、バングラデシュでポジティブに生活出来ると

いいですね。」とアドバイス。ラフマンさんから

も「レイ子さんのバングラの旅の原点、ロキプー

ル村マザーテレサ病院や、メヘルプール県、カラ

ムディ村に

定期的に訪

れリフレッ

シュしては

如何でしょ

うか。」とい

うアドバイ

スがありま

した。レイ子さんは「みなさんに私の愚痴を聞い

て貰い、前向きなアドバイスを頂けた事で“これ

からも諦めることなく続ける必要性”を感じまし

た。何より、みなさんに会えた喜びと満足感で一

杯です。」と。交流会に飛び入り参加で花を添え

てくれたのは、元気で可愛いらしい、二ノ坂先生

のお孫さんたち！牟田さんのマジックショーに見

入っていましたね。交流会の後、大木松子さんの

ご家族、大木ひろみさんも加わり、2 階建てオー

プントップバスで市内観光をしました。市役所内

では博多人形で作られた松ばやし、山笠、博多ど

んたくが見事！圧巻でした！「レイ子さん、来年

は、私の家に泊まってくださいよ。」とひろみさ

ん。レイ子さんのファンがまた 1 人増えまし

た。野田景子さんには、オーシャンビューの素敵

なマンションにレイ子さんと宿泊させて頂きまし

た。ありがとうございます。娘さん手作りのご馳

走、一緒に作ったバングラカレー楽しい思い出に

なります。 

ダッカで暫く不自由な生活を強いられると思いま

すが、現地にいる日本人の方々や、外務省と連絡

を取りながらラーマン先生のご指示で行動されて

ください。 

大好きな看護の仕事が 1 日も早く出来るように

福岡から祈っています。（河村） 

  

右の方が小林レイ子さんです。 

      メディカルスクール開校秒読み！ 
         9 月に開校予定のメディカルスクール（看護学校・メディカルアシスタント養成校）ですが、 

         建物の完成後、厚生省・看護協会の審査が終了するのを待っています。現地では何とか 

         早期に認可が下りるようぎりぎりの交渉が続いています。今回の紙面で開校をお伝え出来 

なくて残念ですが、進捗状況はミロンかわら版やブログを通してお知らせの予定です！ 



カラムディ村だより 

「バングラデシュの 

ミッション」 

 

  

Community-based hospital としてションダニ病院はこ

れまで活動を広げてきました。目的は病気を治すとい

うことよりも病気にならないように予防活動に力を入

れることです。その一環として、看護師やソーシャルワ

ーカーが村に出て行って、ターゲットピープルに適切

なアドバイスをすることです。また場合によってそれ

らの人々に病院へ来てもらい、いろいろな体験をして

もらうことです。上の写真は、ソーシャルワーカーが若

い女性に家族計画や妊娠中に行うべきことについて話

し合っている様子です。 

健康・衛生教育はションダニの大きな課題です。

これまで多くの時間を使い、年齢や性別を問わ

ず、すべての人々を対象に活動をしてきました。

しかしそれほど成果が出たといえません。ヘルス

コーディネーターのエクラムール氏は村を歩き

回り、喫茶店に立ちどまり、人々と話をするので

す。上半身裸の男性は胃潰瘍の病気を訴えている

反面、道ばたで売っている油揚げを手に持って食

べています。衛生について全く知識がないという

ことですね。ションダニ病院の中はとてもきれい

ですが、一歩外に出ると逆の状況が見られます。

いかに衛生教育を浸透させるかが課題です。 

バングラデシュは経済的に少しずつ良くなってきてい

ますが、その一方、社会問題も多発しています。経済発

展に伴って社会規範や価値観への意識変化がみられて

います。近頃、精神的に落ち着かない子供やドラッグに

手を出す人も増加していると聞いています。 

ションダニスクールは県内に知られている学校だし、保

護者や教員はもちろん、行政関係者も高い期待を持って

います。最近、県教育委員長や警察長官は学校を訪問し、

生徒や教員を対象に講演をしました。ドラッグとはどう

いうものなのか、その影響はどんなものかについて話し

合ったと聞いています。生徒たちもとても関心を持って

講演を聞き、たくさんの質問が出たようです。社会変化

の副作用にどうやって子供たちを守るか、教育環境をど

う変えるかなどが課題ですが、国家規模での取り組みが

必要です。（ラフマン） 



会計報告(敬称略／順不同)  平成 27 年 12 月～平成 28 年 6 月 

 

【新会員紹介】 

水上優、柳田茂、西村元晴、野田景子 

 

【看護学校支援募金】 

ニコニコ募金会員の皆様、岡野朱里子、小山、ヘアーサ

ロン光、久能治子、伊東美紀、早川、浅野直人、徳重哲

周、森哲人・恭子、池田亮子、藤田瞳、サカイ ヨシコ、

平川惠子、山本隆夫・由子、大塚龍子、岡崎万寿喜、中山

暁子、高瀬孝二郎、坂田幸男、庄嵜恵子、草場稔、伊藤良

子、吉浦、竹尾総子、大賀久美子、森本久美子、倉光東

昭、吉岡正行、板本忍、三坂眞紀子、久米隆、陶山紀美

子、三原朝彦、訪問看護ステーションはな、よりあいの

森 宅老所よりあい、菅萬里子、椎葉さよ子、樋田和子、

國光登志子、小﨑隆子、中尾ナツノ、中園久美子、吉川

八重子、山口祐司、小田島眞千枝、矢田修一、池田嘉子、

ふれあい訪問看護ステーション、本司文子、下村千枝子、

福間比佐子、志岐玲子、立花時子、岩井多美江、中牟田

健児、緑川啓一、福岡リハビリテーション病院看護部、

松添仁、満岡聰、中野朝恵、元永昭子、井上敬子、目良

悦、鈴木崇世、藤井敦子、西田真紀、坂口和正、藤泰澄、

荒薦クミ子、出水明、河上浩康、鬼頭秀樹、谷口純子、山

崎麻子、村上久子、安田ふさ代、原田秀夫、母里マサヨ、

秋山妙子、穂波の郷クリニック、ヨシダ カズヨ、太田繁

子、蓑田裕美子、田中幸江、中村敏子、堀昭代、安原幸

子、小川信、重橋亨、原口勝、川原貴美子、大頭信義、牧

瀬千里、財津悠子、森昭子、山下久代、杉本潔、今泉幸

男・ゆみ子、瀧井タツエ、佐藤修二、野田智子、松本康

司、貞刈暢代、柴尾静恵、倉光経子、㈱シンクパートナ

ーズ、にのさかクリニック、米本千春、井上ヨシノ、池

田愛美、家原英生、井手喜怒子、原健太郎・麻由子、太田

英明、畦間文子、BELVISO、原田由紀、久保田さき、内兼

久和子、㈱九州医事新報社、やまおか在宅クリニック、

大原房子、上野すぎえ、松岡澄子、小川博子、㈱ダイナ

ミクス、ラフマン・モクレスール、びおとーぷ、原紀子、

古里敏昭、稲石佳子、安武肇、垂水チズ子、CD「ふるさ

と」売上、古賀八重子、福島啓子、上野幸子、白倉一男、

（特活）あすも特注旅行班、越智吉郎、ケアネット博多、

松隈久雄、田村美奈子、伊藤アサ子、（特活）なごみの家、

谷口正春、成田有吾、権藤説子、渡邉雅彦、安中正実、山

尾玲子、桑山雄次、徳丸洋子、吉柳栄子、在宅ホスピス

を語る会、谷山玲子、㈱大江建築設計事務所、野﨑義弘、

新庄恭子、末吉力松、青木芳恵、九州大学病院麻酔科蘇

生科、小山康一、福岡大学医学部麻酔科、佐々木奈々子、

矢野成昭、総合メディカル㈱、相部京子、末石藏八、中

矢暁美、松田泰正、髙橋誠・須賀子、水山マサコ、眞鍋順

治、坂東雅彦、八田喜弘・弓子、今給黎修、江頭啓介、八

木良子、田爪泉、大竹伸子、村田愛、ボランティアサー

クル ぶどう、アイルランドの風コンサート、高橋喜統、

白沢秀樹、白日高歩、梅田和江、樋田和雄、山田哲裕、吉

田量行、帯田輝幸、阿比留典子、NGO 福岡ネットワーク、

米沢ゼミ、福岡プライマリケア㈱、井上千恵子、垣田章・

節子、和田節子、尾﨑雄、加藤かおり、若村徳子、植木裕

一朗、橋本、松山市医師会、川浪よしえ、中川佳子、田中

一生、平山智子、石丸直子、上田千鶴、永松代里子、㈱キ

シヤ、吉川吉春・浄、中村禎子、関根悠紀子、ヨシムラ 

スミヒコ、道本実保、松石英子、山浦誠、長幸美、東野裕

子、原田隆二、植木裕一郎、白熊園、村山直樹、南川博

道、神戸太郎、中外製薬㈱、三好和香、今給黎靖子、山田

美都子、田代恵子、全国在宅医療支援診療所連絡会、

coloris comme coloris、河村富美子、清水祐紀子、濱元裕

子、福岡医師会地域医療課、在宅ホスピスフェスタ、長

崎西高 21 回卒カシオペア会、堀哲也、宇治松枝、福岡友

の会 石田富子、野芥デイサービスセンター 渕上、二ノ

坂保喜、内山聡子、石田久美子、NPO 法人がん患者団体

支援機構、大分県緩和ケア研究会事務局、牟田寿、村木

幸子、上野様、山岡憲夫、坂口留美子、チャリティヘア

ーサロン Nino、あじ正、学科長 高松由美子、山口正人、

由良昌子、平山正明、古賀カツ子、石口房子、村田三佳、

矢嶋茂裕、さわら地域チャリティひろば、垣田節子、特

別養護老人ホーム梅光苑、㈱やまお、浜中和子、加藤ひ

とみ、谷川忠、久保田、白十字会白十字病院、江副喜幸、

中林梓、東幸恵、八尋礼子、大脇爲常、（特活）福岡地域

福祉サービス協会、平戸市医師会、清野尚、麻倉さち子、

高知県介護支援専門員連絡協議会、小野道夫、テルヤ、

上野久美子、日本セラピューティック・ケア協会、木下

孝憲、神田純子、進藤英一、角、中野豊、田村賢二、大木

整形リハビリ医院、㈱ウェルフェアネット、吉村典子、

福岡女学院看護大学 

【募金者】 

今給黎靖子、さるびあ会、茂呂塾保育園、富田桂子、小

畑麻乙、草場耕二、福島啓子、山本由子、杉本潔、(有)平

和タクシー、山口祐司、出水明、古木廣子、青野詔子、信

友浩一、萩原輝久、菅美枝子、小川信、ビーンズ・カフ

ェ、牧瀬千里、太田勇司 

【旅費カンパ】 

八木良子、出水明、相葉洋子 

【イベント収益】 

南福寺バザー 民芸品売上：5,000 円 

さわら地域チャリティひろば 民芸品売上：1,500 円 

さわら地域チャリティひろば 紅茶売上：6,700 円 

国際協力フェスティバルin能古島 カレー売上：110,500

円 

国際協力フェスティバル in 能古島 民芸品売上：3,200

円 

 

お預かりしました募金は、看護学校建設や現地NGOの運営に 

活用させていただきます。たくさんのご協力、本当にありがとうございます。

心から感謝申し上げます。 

 


